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（３）文書館の基本機能（図１参照） 

     ア）資料保存：歴史公文書も地域の歴史資料も同等に 

      文書館における資料保存の原則は、「保存なくして利用なし」です。これは、 

文書館資料は市民・地域の知的資源として、歴史公文書も地域の歴史資料も等し

く保存し、利用に供することが前提です。そのためには、形態や媒体、種別を問

わず、必要な情報をもつ資料を保存することが大切です。文書館では、歴史公文

書（行政刊行物、学校・コミュニティー関係等を含む）、地域の歴史資料（古文

書等）を扱います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 新潟市文書館の基本機能 
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《歴史公文書も地域の歴史資料も公平に》 

＊資料保存の啓発・支援活動 
＊歴史公文書（学校資料等を含む行政資料） 
＊地域の歴史資料（古文書等） 

資料保存 

《充実した資料相談サービス》 

＊市民共有の知的資源としての歴史資料の

公開・活用の推進 
＊レファレンス・サービスの充実：市民・行

政組織への情報提供支援 

資料・歴史 
情報の 

公開・提供 

《歴史情報の新たな発信方法》 

＊歴史公文書を活用した現代史編さん 

＊画像・映像資料を活用した新しい歴史

刊行物の制作と文書館「展示」 
＊調査研究に基づく積極的な歴史講座の

開催 

歴史編さんと
情報発信 

《新潟市の歴史情報のシンクタンクに》 

＊調査研究活動の展開 
＊収集・保存資料の資源化と活用 

調査研究
活動 


